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独
占
禁
止
法
に
お
け
る
参
加
人

大

内

義

三

一二三四五

は
じ
め
に

ド
イ
ッ
競
争
制
限
禁
止
法

参
加
の
形
態

当
事
者
と
し
て
の
参
加

参
加
人
の
地
位

一
　
は
じ
め
に

独占禁止法における参加人

　
独
占
禁
止
法
に
お
け
る
審
判
手
続
の
主
体
は
、
審
判
機
関
（
公
正
取
引
委
員
会
ま
た
は
審
判
官
、
独
占
禁
止
法
（
以
下
に
お
い
て
、
「
法
」
と
し
て

引
用
す
る
）
五
一
条
の
二
）
・
審
査
官
（
法
五
一
条
の
三
）
・
被
審
人
（
法
五
〇
条
二
項
）
の
三
者
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
参
加
人

が
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
利
害
関
係
人
の
参
加
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
審
決
の
結
果
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
第
三
者
の

参
加
（
法
五
九
条
）
及
び
関
係
の
あ
る
公
務
所
ま
た
は
公
共
的
な
団
体
の
参
加
（
法
六
〇
条
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
、
公
正
取
引
委
員
会

が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
、
職
権
で
参
加
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
関
係
あ
る
公
務
所
ま
た
は
公
共
的
な
団
体
が
、
公
益
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上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
、
公
正
取
引
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、

　
こ
れ
ま
で
、
独
占
禁
止
法
に
お
け
る
審
判
手
続
の
主
体
に
関
し
て
は
、

本
稿
で
は
参
加
人
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

ニ
　
ド
イ
ッ
競
争
制
限
禁
止
法

そ
の
意
思
で
参
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

主
に
、
審
判
機
関
や
被
審
人
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
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ド
イ
ッ
競
争
制
限
禁
止
法
（
Ω
①
ω
。
訂
鴨
の
雪
≦
①
菩
霧
①
昌
筈
①
8
ぼ
曽
ざ
お
雪
、
以
下
に
お
い
て
、
「
G
W
B
」
と
し
て
引
用
す
る
）
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

カ
ル
テ
ル
庁
に
お
け
る
正
式
行
政
手
続
（
G
W
B
五
一
条
以
下
）
が
わ
が
国
の
独
占
禁
止
法
に
お
け
る
審
判
手
続
に
相
当
す
る
。
誰
が
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

手
続
に
参
加
す
る
か
に
つ
い
て
は
G
W
B
五
一
条
二
項
が
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
手
続
の
関
係
人
（
評
邑
凝
邑
は
、
法
律
に

基
づ
く
関
係
人
（
G
W
B
五
一
条
二
項
一
号
な
い
し
三
号
、
五
号
、
同
条
三
項
。
た
と
え
ば
、
手
続
の
開
始
を
申
し
立
て
た
人
、
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
等
）
と

呼
び
出
し
を
受
け
た
関
係
人
（
同
条
一
項
四
号
）
の
二
種
類
に
大
別
で
き
る
。
後
者
は
、
呼
出
し
に
よ
っ
て
手
続
に
参
加
す
る
場
合
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
処
分
に
よ
り
、
そ
の
利
益
に
重
大
な
影
響
を
受
け
る
人
及
び
団
体
で
あ
っ
て
、
カ
ル
テ
ル
庁
が
そ
の
者
の
申
立
て
に
よ
り
手

続
に
呼
び
出
し
た
者
」
は
、
そ
の
利
益
を
守
る
た
め
に
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
行
政
手
続
法
（
＜
Φ
暑
貰
§
鴨
く
零

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

壁
ぼ
雪
轟
雷
書
）
二
二
条
及
び
行
政
裁
判
所
法
（
＜
①
寒
巴
9
お
轟
9
9
訂
o
巳
2
お
）
六
五
条
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
の
独
占

禁
止
法
五
九
条
に
相
当
す
る
規
定
で
あ
る
。

　
呼
び
出
し
を
受
け
る
人
（
評
蒔
巴
9
。
α
雪
霞
、
以
下
に
お
い
て
、
参
加
人
と
す
る
）
の
法
的
地
位
は
、
原
則
と
し
て
法
律
に
基
づ
く
関
係
人
の

法
的
地
位
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
参
加
人
は
、
意
見
を
述
べ
る
権
利
を
有
し
（
G
W
B
五
三
条
）
、
カ
ル
テ
ル
庁
の
処
分
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

抗
告
（
G
W
B
六
二
条
二
項
）
及
び
再
抗
告
（
G
W
B
七
五
条
一
項
）
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
抗
告
手
続
に
お
け
る
記
録
の
閲
覧
権
（
G
W
B
七
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

条
参
照
）
は
例
外
で
あ
る
。



独占禁止法における参加人

　
G
W
B
は
手
続
に
参
加
で
き
る
資
格
に
つ
い
て
「
人
及
び
団
体
」
と
し
て
い
る
た
め
に
、
広
く
解
釈
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
消
費
者
及

び
消
費
者
団
体
の
参
加
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
解
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
組
合
は
参
加
で
き
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
G
W
B
は
市
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

利
益
を
問
題
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
外
国
の
法
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
G
W
B
五
一
条
二
項

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

四
号
も
G
W
B
七
六
条
も
対
応
す
る
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
立
法
者
は
、
G
W
B
九
八
条
二
項
に
お
い
て
、
G
W
B
の
適
用
を
国
内
に

限
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
外
国
法
人
に
対
す
る
適
用
の
可
能
性
は
、
関
係
人
の
所
在
地
ま
た
は
協
定
の
場
所
で
は
な
く
、
ド

イ
ッ
国
内
の
競
争
へ
の
影
響
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
G
W
B
は
、
ド
イ
ッ
市
場
に
関
す
る
す
べ
て
の
市
場
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

者
の
経
済
的
活
動
の
自
由
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
参
加
人
は
外
国
の
法
人
で
も
さ
し
つ
か
え
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
参
加
す
る
場
合
、
申
立
て
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
確
立
し
た
判
例
に
よ
る
と
、
G
W
B
五
一
条
二
項
四
号
は
参
加
人
の
法
律
上
の
利
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

関
係
を
要
件
と
し
て
お
ら
ず
、
経
済
的
な
利
害
関
係
で
足
り
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
行
政
手
続
法
一
三
条
二
項
が
法
律
上
の

利
益
を
問
題
に
し
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
G
W
B
は
、
カ
ル
テ
ル
庁
の
処
分
に
よ
っ
て
、
申
立
人
の
利
益
（
団
体
の
場
合
は
、
メ
ン

バ
ー
の
利
益
）
が
重
大
な
（
霞
ぎ
喜
3
）
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
利
害
関
係
は
重
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
、
利
害
関
係
は
直
接
的
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
間
接
的
で
も
よ
い
。
ベ
ル
リ
ン
高
等
裁
判
所
は
、
そ
の
際
、
遠
い
又
は
絶
対
的

に
わ
ず
か
な
影
響
だ
け
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
重
大
性
を
肯
定
し
て
お
り
、
重
大
性
は
緩
や
か
に
解
さ
れ

　
　
（
n
）

て
い
る
。

　
G
W
B
五
一
条
二
項
四
号
に
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
申
立
人
に
参
加
を
求
め
る
請
求
権
は
な
く
、
カ
ル
テ
ル
庁
の

義
務
的
裁
量
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
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三
　
参
加
の
形
態

　
H
第
三
者
の
参
加

　
審
判
手
続
を
経
て
な
さ
れ
る
審
決
は
、
そ
の
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
広
汎
で
あ
る
か
ら
、
審
決
の
結
果
に
つ
い
て
直
接
の
利
害
関
係
を
有

す
る
第
三
者
に
対
し
て
は
、
審
判
に
際
し
て
十
分
に
そ
の
主
張
及
び
立
証
を
つ
く
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
し
、
事
件
処
理
の
迅
速
性
と

経
済
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
違
法
な
カ
ル
テ
ル
協
定
の
場
合
に
お
け
る
よ
う
に
、
審
決
を
関
係
事
業
者
に
つ
い
て
合
一
に
確
定

さ
せ
る
必
要
の
あ
る
場
合
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
職
権
を
も
っ
て
審
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
第
三
者
を
当
事
者
と
し
て
審
判
手
続
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
法
五
九
条
）
。

　
公
正
取
引
委
員
会
が
参
加
さ
せ
る
の
は
、
第
三
者
が
「
審
決
の
結
果
に
つ
い
て
関
係
」
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
「
審
決
の
結
果
」
と
は
、

審
決
の
主
文
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
権
利
関
係
の
存
否
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
法
五
九
条
に
い
う
「
関
係
」
と
は
何
か
、
す
な
わ
ち
、
参
加

の
利
益
が
問
題
に
な
る
。
正
田
教
授
は
、
「
審
決
の
結
果
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
第
三
者
」
と
は
、
審
決
の
結
果
に
よ
っ
て
、
直
接
に
影

響
を
受
け
る
者
の
み
な
ら
ず
、
間
接
的
に
影
響
を
受
け
る
者
、
そ
れ
も
具
体
的
な
影
響
で
な
く
心
理
的
な
影
響
を
受
け
る
者
な
ど
を
含
む

と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
件
に
関
す
る
真
実
の
発
見
、
法
の
適
用
に
つ
い
て
、
参
加
人
と
し
て
審
判
手
続
に
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
解

さ
れ
る
者
が
す
べ
て
こ
こ
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「
審
決
の
結
果
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
第
三
者
」
と
い
う
制
限
は
、
さ
し
た
る
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
広
す
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
、
「
審
決
の
結
果
に
つ
い
て
関
係
の

あ
る
」
と
い
う
文
言
だ
け
を
み
る
と
、
広
範
囲
に
わ
た
り
、
何
ら
か
の
法
的
な
利
害
関
係
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
参
加
人
は
「
当
事
者
」
と
し
て
審
判
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
民
事
訴
訟
法

に
お
け
る
補
助
参
加
（
同
法
六
四
条
参
照
）
の
場
合
よ
り
も
強
い
利
害
関
係
が
必
要
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
審
決
の
結
果
に
つ
い
て
関

係
の
あ
る
」
と
は
、
参
加
人
が
審
決
に
よ
っ
て
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
審
査
官
・
被
審
人
・
参
加
人
の
三
者
を
関
与
さ
せ
た
一
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つ
の
手
続
で
、
相
互
矛
盾
な
く
解
決
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
ほ
ど
、
審
決
の
結
果
に
つ
い
て
密
接
な
利
害
関
係
を
有
す
る
場
合
と
い
え
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

う
。
そ
こ
で
、
本
条
に
よ
っ
て
参
加
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
か
な
り
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
契
約
の
他
方
当
事
者
の
参

加
が
そ
の
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
契
約
の
一
方
当
事
者
（
国
内
事
業
者
）
を
被
審
人
と
す
る
審
判
手
続
に
、
他
方
の
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

事
者
（
外
国
事
業
者
）
が
参
加
す
る
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
（
国
内
事
業
者
間
で
締
結
し
た
契
約
の
場
合
に
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
）
。

　
法
五
九
条
に
よ
る
参
加
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
「
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
」
場
合
に
、
「
職
権
」
で
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
公
正
取
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

委
員
会
の
行
う
行
政
処
分
の
必
要
と
い
う
面
か
ら
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
参
加
人
に
参
加
請
求
が
認
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
参
加
請
求
が
あ
っ
て
も
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
参
加
決
定
の
端
緒
と
な
る
場
合
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
法
六
〇
条
に
基
づ
く
関
係
公
務
所
・
公
共
団
体
が
、
公
正
取
引
委
員
会
の
承
認
を
必
要
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の

意
思
で
審
判
手
続
に
参
加
で
き
る
の
と
比
べ
れ
ば
、
均
衡
を
失
す
る
。
審
決
は
利
害
関
係
人
の
権
利
の
調
整
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

　
　
　
　
　
（
1
8
）

も
の
で
は
な
い
が
、
審
決
は
第
三
者
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
。
適
正
な
判
断
を
す
る
た
め
に
、
ま
た
独
占
禁
止
法
の
目

的
を
実
現
す
る
た
め
に
も
利
害
関
係
人
の
積
極
的
な
参
加
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
立
法
論
と
し
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
職
権

で
参
加
決
定
が
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
当
事
者
に
よ
る
参
加
申
出
（
す
な
わ
ち
、
書
面
で
参
加
の
趣
旨
及
び
参
加
の
理
由
を
表
示
し
て
申
出
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

す
る
）
を
原
則
と
す
べ
き
で
あ
る
。

独占禁止法における参加人

　
口
　
公
務
所
・
公
共
団
体
の
参
加

　
審
決
は
、
事
業
者
の
利
害
に
深
い
関
係
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
経
済
全
般
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ

っ
て
、
公
共
の
利
益
に
関
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
、
関
係
公
務
所
ま
た
は
公
共
的
な
団
体
も
ま
た
朝
野
に
お
け
る
公
益
の
代
表
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

し
て
、
公
正
取
引
委
員
会
の
承
認
を
得
て
当
事
者
と
し
て
審
判
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
六
〇
条
）
。

　
法
六
〇
条
に
い
う
参
加
人
は
、
関
係
の
あ
る
公
務
所
ま
た
は
公
共
的
な
団
体
で
あ
る
。
「
公
務
所
」
と
は
公
務
員
が
職
務
を
行
う
所
で
あ
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り
（
刑
七
条
二
項
参
照
）
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
行
政
機
関
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

か
わ
り
あ
い
を
も
つ
団
体
で
あ
る
。

四
　
当
事
者
と
し
て
の
参
加

「
公
共
的
な
団
体
」
と
は
、
商
工
会
議
所
等
公
共
的
利
益
と
か

　
e
　
意
義

　
参
加
決
定
を
受
け
た
第
三
者
及
び
関
係
公
務
所
ま
た
は
公
共
的
な
団
体
は
、
審
判
手
続
に
「
当
事
者
」
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
当
事
者
と
し
て
」
と
は
、
審
判
手
続
に
お
い
て
、
当
事
者
と
同
一
の
立
場
に
お
い
て
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
、
と
い
う
意

　
　
　
（
2
2
）

味
で
あ
る
。
参
加
人
は
独
立
の
当
事
者
で
あ
る
か
ら
従
属
性
は
な
い
。

　
参
加
人
は
、
審
判
手
続
に
お
い
て
、
事
実
上
及
び
法
律
上
の
陳
述
を
し
、
ま
た
は
証
拠
の
申
出
そ
の
他
必
要
な
行
為
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
審
査
審
判
規
則
三
二
条
）
。
ま
た
、
参
加
人
は
、
法
六
九
条
に
基
づ
い
て
事
件
記
録
の
閲
覧
、
謄
写
等
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
当
事
者
と
し
て
参
加
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
審
人
に
認
め
ら
れ
た
権
限
を
す
べ
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
な
の
は
、
審
決

に
不
服
が
あ
る
場
合
、
参
加
人
が
裁
判
所
に
審
決
取
消
訴
訟
（
法
七
七
条
）
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
参
加
人
は
当

事
者
と
し
て
審
判
手
続
に
関
与
し
、
主
体
的
地
位
を
保
障
す
る
た
め
の
法
的
保
障
が
認
め
ら
れ
る
。
参
加
制
度
の
趣
旨
も
考
え
れ
ば
、
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

審
人
の
意
思
に
か
か
わ
り
な
く
・
参
加
人
は
審
決
の
取
消
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

322

⇔
　
参
加
の
例

公
正
取
引
委
員
会
の
審
判
手
続
に
お
け
る
当
事
者
は
、

通
常
、
審
査
官
と
被
審
人
で
あ
る
。
第
三
者
が
「
当
事
者
」
の
資
格
で
審
判
手



独占禁止法における参加人

続
に
参
加
す
る
こ
と
が
実
際
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
、
第
三
者
が
審
査
官
ま
た
は
被
審
人
の
い
ず
れ
か
の
側
に
立
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

て
、
こ
れ
ら
を
補
助
す
る
立
場
に
お
い
て
審
判
手
続
に
参
加
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
法
五
九
条
に
基
づ
い
て
第
三
者
が
審
判
手
続
に
参
加
し
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
競
争
会
社
の
株
式
所
有
制
限
違
反
事
件
に
株
式
の
被
所
有

会
社
が
参
加
し
た
帝
国
製
糸
株
式
会
社
事
件
（
公
取
委
昭
和
二
五
年
一
〇
月
ご
百
審
決
・
審
決
集
二
巻
一
五
二
頁
）
及
び
同
業
会
社
が
参
加
し

た
日
本
郵
船
株
式
会
社
ほ
か
六
名
事
件
（
公
取
委
昭
和
三
〇
年
二
月
一
一
日
決
定
・
審
決
集
六
巻
六
九
頁
）
が
あ
る
。
前
者
で
は
、
株
式
の
発
行

会
社
が
競
争
会
社
で
あ
れ
ば
、
当
該
株
式
の
所
有
が
違
法
と
な
る
た
め
に
、
被
審
人
の
会
社
と
参
加
人
の
会
社
と
が
競
争
関
係
に
あ
る
の

か
ど
う
か
が
問
題
に
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
被
審
人
が
争
い
、
結
局
、
参
加
人
の
供
述
に
よ
っ
て
公
正
取
引
委
員
会

が
判
断
し
て
お
り
、
参
加
人
は
も
っ
ぱ
ら
審
査
官
側
に
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の
事
件
は
、
審
判
手
続
が
打
ち
切
ら
れ
て
お
り
、

審
決
集
か
ら
そ
の
事
実
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

　
法
六
〇
条
に
基
づ
い
て
審
判
手
続
に
参
加
し
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
金
沢
市
が
参
加
し
た
丸
果
石
川
中
央
青
果
株
式
会
社
及
び
石
川
中
央

魚
市
株
式
会
社
事
件
（
公
取
委
昭
和
四
六
年
＝
一
月
二
八
日
決
定
・
審
決
集
一
八
巻
一
四
九
頁
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
被
審
人
が
営
業
譲
受
に
よ
り
、

金
沢
市
に
お
け
る
青
果
物
及
び
水
産
物
の
卸
売
数
量
の
大
部
分
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
る
た
め
に
、
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を

実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
か
が
問
題
に
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
金
沢
市
は
中
央
卸
売
市
場
を
開
設
す
る
こ
と
を
定
め
、

既
存
の
卸
売
人
ら
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
一
社
に
統
合
し
た
う
え
新
市
場
へ
入
場
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
き
た
の
で
、
被
審
人
側
に
立
っ

て
参
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
国
　
当
事
者
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
な
い
参
加

　
こ
れ
ま
で
参
加
人
が
関
与
し
た
事
例
は
非
常
に
少
な
く
、
し
か
も
必
ず
し
も
当
事
者
と
し
て
参
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
当
事

者
」
と
し
て
参
加
す
る
と
は
、
相
手
方
と
の
間
に
自
己
の
権
利
関
係
を
持
ち
込
ん
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
審
判
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
第
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三
者
が
、
審
査
官
ま
た
は
被
審
人
の
い
ず
れ
か
の
側
に
立
っ
て
、
こ
れ
ら
を
補
助
す
る
立
場
に
お
い
て
審
判
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
は
、

法
五
九
条
及
び
六
〇
条
に
い
う
「
当
事
者
と
し
て
審
判
手
続
に
参
加
」
す
る
と
は
い
え
ま
い
。
審
判
手
続
に
お
い
て
、
民
事
訴
訟
法
の
よ

う
な
三
面
訴
訟
形
態
（
す
な
わ
ち
、
審
査
官
・
被
審
人
と
参
加
人
と
の
間
で
三
面
的
な
対
立
関
係
が
生
じ
る
）
と
な
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
主
観
的
追
加
的
併
合
も
考
え
に
く
い
。
当
事
者
参
加
に
あ
た
る
例
は
そ
う
多
く
な
く
、
比
較
的
特
殊
な
場
合
で

あ
ろ
う
（
前
述
し
た
ノ
ボ
社
の
よ
う
な
外
国
事
業
者
が
審
判
手
続
に
参
加
す
れ
ば
、
当
事
者
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
法
五
九

条
及
び
六
〇
条
の
規
定
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
参
加
制
度
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

　
参
加
人
が
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
事
実
関
係
が
明
ら
か
に
な
り
、
適
正
な
判
断
が
で
き
る
。
結
局
、
公
益
保
護
に
役
立
つ
こ

と
が
参
加
制
度
の
趣
旨
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
と
し
て
の
参
加
形
態
の
ほ
か
に
、
第
二
の
タ
イ
プ
の
参
加
形
態
を
も
認
め
る
べ

き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
事
訴
訟
法
六
四
条
に
い
う
補
助
参
加
の
よ
う
に
、
法
的
な
利
害
関
係
人
が
、
す
で
に
係
属
す
る
審
判
手
続
に
、

当
事
者
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
な
い
で
参
加
す
る
形
態
が
そ
れ
で
あ
繍
酬
前
述
の
よ
う
に
、
実
例
を
み
る
と
、
こ
の
タ
イ
プ
の
参
加

形
態
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
違
反
行
為
の
被
害
者
（
法
二
五
条
参
照
）
、
競
争
業
者
、
消
費
者
、
違
反
事
実
の
報
告
者
等
が
参
加
人
と
な
り
う

る
。
審
決
に
対
し
て
何
ら
か
の
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
が
自
ら
の
利
益
を
守
る
こ
と
が
で
き
、
私
人
が
、
参
加
人
と
い
う
形
を
も
っ

て
、
独
占
禁
止
法
の
目
的
実
現
に
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
「
当
事
者
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
な
い
参
加
」
を
認
め
た
場
合
、
参
加
人
は
当
事
者
を
補
助
し
、
こ
れ
に
加
勢
す
る
立
場
に
立
つ
。

し
た
が
っ
て
、
審
査
官
ま
た
は
被
審
人
の
行
為
と
参
加
人
の
行
為
と
が
矛
盾
す
る
場
合
、
抵
触
行
為
は
効
力
を
生
じ
な
い
こ
と
と
す
べ
き

で
あ
る
（
民
訴
六
九
条
二
項
参
照
）
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
補
助
参
加
人
の
場
合
、
十
分
な
手
続
保
障
が
与
え
ら
れ
て
相
手
方
当
事
者
に
対
し

て
攻
撃
防
御
を
行
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
た
る
審
決
内
容
の
拘
束
を
受
け
る
と
解
す
る
。
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五
　
参
加
人
の
地
位

　
第
三
者
が
「
当
事
者
」
と
し
て
参
加
し
た
場
合
、
参
加
人
に
対
す
る
審
決
の
効
力
に
つ
い
て
法
五
九
条
は
直
接
定
め
て
い
な
い
。
民
事

訴
訟
法
七
一
条
は
同
法
六
二
条
（
必
要
的
共
同
訴
訟
）
を
準
用
し
て
い
る
。
行
政
事
件
訴
訟
法
二
二
条
四
項
も
ま
た
、
第
三
者
の
訴
訟
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

に
関
し
て
同
条
を
準
用
し
て
い
る
。
当
事
者
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
独
占
禁
止
法
に
お
い
て
も
、
同
様
に
民
事
訴
訟
法
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

二
条
を
準
用
し
、
三
者
問
（
す
な
わ
ち
、
審
査
官
・
被
審
人
・
参
加
人
）
に
矛
盾
の
な
い
一
つ
の
審
決
に
よ
っ
て
決
着
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

独占禁止法における参加人

（
1
）
　
G
W
B
に
関
し
て
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
≦
①
2
ユ
畠
＼
r
8
舅
霞
ぎ
一
日
鳩
Q
①
ω
9
N
の
濃
雪
≦
①
9
げ
⑩
翰
。
吾
筈
霧
o
ぼ
普
犀
巨
α
q
雪
因
o
ヨ
ー

5
①
暮
胃
餅
＞
色
●
ω
①
一
江
。
§
ζ
偉
一
一
①
7
浮
導
①
げ
①
お
＼
ω
9
≦
帥
言
＼
切
①
三
の
3
℃
Ω
。
ω
。
訂
⑳
品
雪
≦
。
菩
。
藷
吋
げ
の
げ
。
の
。
ぼ
似
爵
巨
α
q
⑩
⇒
巨
α

田
3
鼠
一
ω
9
①
ω
内
胃
邑
一
お
9
二
。
＞
亀
一
」
。
。
。
ご
菅
ヨ
g
鴨
＼
一
≦
①
の
琶
似
。
ざ
さ
O
≦
ω
民
・
ヨ
B
①
糞
鷺
N
仁
ヨ
訳
帥
箒
一
一
鵯
ω
①
旨
ド
＞
色
。

一
8
卜
⊃
忌
導
σ
q
⑩
づ
＼
ゆ
彗
5
因
o
ヨ
旨
。
暮
鷺
差
3
α
。
三
の
9
窪
仁
コ
匹
①
ξ
o
冨
一
。
・
3
窪
ヌ
弩
邑
一
円
①
。
算
S
＞
魯
●
一
8
“
●

（
2
）
　
拙
稿
「
カ
ル
テ
ル
庁
に
お
け
る
手
続
（
二
・
完
）
」
高
岡
法
学
四
巻
一
号
四
頁
以
下
（
一
九
九
二
）
参
照
。

（
3
）
　
行
政
手
続
法
二
二
条
及
び
行
政
裁
判
所
法
六
五
条
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
ド
イ
ッ
競
争
制
限
禁
止
法
に
お
け
る
抗
告
手
続
（
二
・
完
と
高
岡
法

　
学
六
巻
二
号
一
八
二
頁
注
（
1
2
）
（
一
九
九
五
）
参
照
。

（
4
）
＜
㎎
一
。
区
O
一
。
」
」
。
。。
ω
≦
仁
≦
＼
国
〇
一
Ω
8
刈
ρ
悼
⑩
刈
一
る
0
8
－
ω
も
①
『
B
ゆ
鴨
N
ミ
．
’

（
5
）
　
主
た
る
関
係
人
（
＝
磐
宴
げ
9
⑪
一
一
蒔
S
、
G
W
B
六
六
条
一
項
一
号
及
び
二
号
並
び
に
同
条
二
項
に
掲
げ
ら
れ
た
関
係
人
の
こ
と
を
い
う
。
具

　
体
的
に
は
、
抗
告
人
、
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
等
が
こ
れ
に
あ
た
る
）
は
記
録
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
G
W
B
七
一
条
↓
項
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、

　
参
加
人
は
、
記
録
の
閲
覧
を
求
め
る
法
的
請
求
権
を
有
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
裁
判
所
は
、
主
た
る
関
係
人
と
同
じ
範
囲
で
、
参
加
人
の
記
録
の
閲

　
覧
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
G
W
B
七
一
条
三
項
）
。
G
W
B
に
お
け
る
記
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
前
掲
論
文
」
高
岡
法
学
六
巻
二
号
｝

　
六
二
頁
以
下
参
照
。

（
6
）
＜
鷺
9
8
望
ま
冨
｝
9
①
窄
ぎ
身
お
臣
ヨ
く
。
㌧
避
ぼ
雪
δ
乙
霞
因
胃
邑
ま
魯
酵
α
⑩
轟
9
繧
一
＞
富
讐
鳥
♂
」
O
≦
P
≦
即
℃

一
。
①
ρ
ω
』
。
。
鳶
＝
霞
ヨ
窪
口
oo
8
F
ω
①
一
一
と
巨
閃
⊆
＆
因
o
爵
ξ
お
耳
①
房
3
5
N
嘗
く
①
毫
巴
菖
お
翰
霞
げ
ぼ
2
忌
の
閑
胃
琶
蒔
霧
①
欝
霧
”

　
一
員
問
①
o
。
訂
9
ユ
馬
窪
旦
国
α
仁
ゆ
こ
≦
ゆ
三
」
㊤
お
ψ
ホ
①
●
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（
7
）
　
G
W
B
七
六
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
「
自
然
人
及
び
法
人
の
ほ
か
、
人
格
の
な
い
社
団
も
、
カ
ル
テ
ル
庁
に
お
け
る
手
続
、
抗
告
手
続
、

　
再
抗
告
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

（
8
）
　
G
W
B
九
八
条
二
項
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
「
本
法
は
、
本
法
の
適
用
範
囲
外
で
行
わ
れ
た
競
争
制
限
で
あ
っ
て
も
、
本
法
の
適
用
範
囲

　
内
に
効
果
を
及
ぼ
す
す
べ
て
の
も
の
に
対
し
て
適
用
す
る
。
本
法
は
、
本
法
の
適
用
範
囲
内
に
所
在
地
を
有
す
る
事
業
者
が
関
係
す
る
限
り
に
お
い

　
て
、
六
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
輸
出
カ
ル
テ
ル
に
も
適
用
す
る
」
。

（
9
）
＜
⑩
一
。
国
O
↓
」
一
」
8
。
ミ
仁
薯
＼
国
O
■
O
一
。
斧
一
。
お
も
匡
①
ω
“
困
讐
の
①
一
．
．
●

（
1
0
）
＜
の
一
．
国
O
鱒
●
一
〇
●
一
。
。。
一
妻
二
譲
＼
国
○
い
O
器
。
ω
．

（
n
）
　
＜
α
q
一
・
ω
O
O
一
一
℃
餌
動
・
○
●
司
窃
房
O
ぼ
一
崩
篤
自
り
毫
ゆ
匡
、
ω
。
㌫
S
た
と
え
ば
、
閤
O
曽
。
9
一
霧
O
≦
⊆
≦
＼
国
O
一
〇
〇。
8
｝
O。
O
O。
℃
自
図
℃
O
旨
ま
三
霞
，

…
α
q
、
、
旧
区
O
一
ω
」
」
翰
o
。
≦
⊆
≦
＼
国
○
ゼ
Ω
8
鉾
8
旨
｝
糟
oo
魯
浮
o
房
げ
⊆
3
富
＆
①
一
．
、
旧
国
Ω
図
苗
。
o。
」
。
o。
O
藝
⊆
≦
＼
国
O
b
O
図
。。
㎝
①
る
。
。
零
あ
o
－

　
目
鼠
の
＞
犀
葺
①
＝
．
、
．

（
1
2
）
　
橋
本
龍
伍
『
独
占
禁
止
法
と
我
が
国
民
経
済
』
一
七
三
頁
（
日
本
経
済
新
聞
社
・
一
九
四
七
）
、
石
井
良
三
『
独
占
禁
止
法
（
改
訂
増
補
版
）
』

　
三
五
六
頁
（
海
口
書
店
・
一
九
四
八
）
。

（
1
3
）
正
田
彬
『
全
訂
独
占
禁
止
法
皿
』
五
六
七
頁
以
下
（
日
本
評
論
社
二
九
八
一
）
。
阿
部
弁
護
士
も
、
当
該
審
判
手
続
の
対
象
た
る
違
反
被

　
疑
行
為
に
つ
き
何
ら
か
の
関
連
性
な
い
し
は
類
似
性
を
有
す
る
者
が
す
べ
て
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
正
田
教
授
と
同
様
に
、
こ
の
要
件
は
さ

　
し
た
る
意
味
を
も
た
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
審
決
の
結
果
に
つ
い
て
の
関
係
の
程
度
は
、
参
加
の
必
要
性
を
認
定
す
る
た
め
の
一
資

　
料
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
阿
部
芳
久
『
独
占
禁
止
法
』
七
三
一
一
頁
（
第
一
法
規
・
一
九
七
八
）
。

（
1
4
）
　
波
光
教
授
も
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
る
。
菊
地
元
↓
ほ
か
『
続
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
独
占
禁
止
法
』
一
五
八
頁
〔
波
光
　
巌
〕
（
勤
草
書
房
・
一
九

　
九
五
）
。
し
か
し
、
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
例
は
、
必
ず
し
も
当
事
者
と
し
て
参
加
す
る
ケ
ー
ス
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
1
5
）
　
国
際
契
約
の
例
と
し
て
、
天
野
H
ノ
ボ
事
件
（
最
判
昭
和
五
〇
年
一
一
月
二
八
日
民
集
二
九
巻
一
〇
号
一
五
九
二
頁
）
が
、
国
内
事
業
者
間
の
契

　
約
の
例
と
し
て
、
住
友
セ
メ
ン
ト
ー
1
旭
砿
末
事
件
（
公
取
委
昭
和
五
五
年
一
二
月
一
〇
日
審
決
・
審
決
集
二
七
巻
九
九
頁
、
公
取
委
昭
和
五
九
年
一

　
〇
月
一
五
日
審
決
・
審
決
集
一
一
二
巻
三
三
頁
）
が
想
起
さ
れ
る
。

（
1
6
）
　
正
田
『
前
掲
書
』
五
六
六
頁
。

（
1
7
）
　
正
田
『
前
掲
書
』
五
六
七
頁
、
菊
地
元
一
ほ
か
『
前
掲
書
」
一
五
八
頁
〔
波
光
　
巌
〕
。

（
1
8
）
　
菊
地
元
一
ほ
か
『
前
掲
書
』
一
五
七
頁
〔
波
光
　
巌
〕
。
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（
1
9
）
　
民
事
訴
訟
法
で
は
、
当
事
者
参
加
（
七
五
条
・
七
一
条
）
及
び
補
助
参
加
（
六
四
条
）
の
場
合
、
「
訴
訟
二
参
加
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
さ
れ

　
て
い
る
。
参
加
申
出
の
方
式
に
つ
い
て
、
同
法
六
五
条
参
照
。
行
政
事
件
訴
訟
法
二
二
条
一
項
は
、
当
事
者
ま
た
は
第
三
者
に
も
申
立
権
を
認
め
て

　
い
る
Q

（
20
）
　
橋
本
『
前
掲
書
』
一
七
四
頁
、
石
井
『
前
掲
書
』
三
五
七
頁
。

（
2
1
）
　
今
村
成
和
ほ
か
編
「
注
解
経
済
法
〔
上
巻
〕
』
六
一
九
頁
〔
熊
本
信
夫
〕
（
青
林
書
院
二
九
八
五
）
。

（
2
2
）
　
正
田
『
前
掲
書
』
五
六
八
頁
。

（
2
3
）
　
法
六
九
条
は
、
利
害
関
係
人
に
事
件
記
録
の
閲
覧
等
の
請
求
権
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
利
害
関
係
人
と
は
、
「
当
該
事
件
の
被
審
人
の

　
ほ
か
、
法
五
九
条
及
び
六
〇
条
に
よ
り
参
加
し
う
る
者
及
び
当
該
事
件
の
対
象
を
な
す
違
反
行
為
の
被
害
者
を
い
う
」
と
解
さ
れ
て
い
る
（
最
判
昭

　
和
五
〇
年
七
月
一
〇
日
民
集
二
九
巻
六
号
八
八
八
頁
）
。
事
件
記
録
の
閲
覧
等
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
独
占
禁
止
法
に
お
け
る
事
業
者
の
秘
密
保
護
に
つ

　
い
て
」
一
橋
論
叢
二
六
巻
一
号
（
一
九
九
六
、
掲
載
予
定
）
参
照
。

（
2
4
）
　
正
田
教
授
は
、
参
加
人
の
原
告
適
格
を
否
定
す
る
。
正
田
「
前
掲
書
』
六
二
四
頁
。

（
2
5
）
　
同
旨
、
正
田
『
前
掲
書
』
五
六
八
頁
。

（
2
6
）
　
特
許
法
一
四
八
条
三
項
・
四
項
は
、
補
助
参
加
制
度
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
中
山
信
弘
編
著
『
注
解
特
許
法
〔
第
二
版
増
補
〕

　
（
下
巻
）
』
一
ご
二
五
頁
以
下
〔
田
倉
　
整
〕
（
青
林
書
院
・
一
九
九
四
）
参
照
。

（
2
7
）
　
行
政
事
件
訴
訟
法
に
お
け
る
参
加
制
度
に
つ
い
て
、
並
木
　
茂
「
参
加
」
雄
川
一
郎
ほ
か
編
「
現
代
行
政
法
体
系
（
五
）
』
↓
六
五
頁
（
有
斐

　
閣
・
↓
九
八
四
）
参
照
。

（
2
8
）
　
同
旨
、
今
村
成
和
ほ
か
編
「
前
掲
書
』
六
一
九
頁
〔
熊
本
信
夫
〕
。
波
光
教
授
は
、
必
要
的
共
同
訴
訟
で
は
、
訴
訟
人
は
独
自
に
訴
訟
活
動
を

　
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
参
加
人
は
、
他
の
当
事
者
の
活
動
に
係
わ
り
な
く
独
自
に
活
動
で
き
る
と
す
る
（
菊
地
元
一
ほ
か
『
前

　
掲
書
』
一
五
九
頁
）
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
参
加
人
は
独
立
の
当
事
者
で
あ
り
、
従
属
性
は
な
く
、
ま
た
連
合
関
係
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

　
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
参
加
の
場
合
に
は
民
事
訴
訟
法
六
二
条
が
規
律
す
る
の
と
同
じ
意
味
で
の
共
同
訴
訟
人
は
い
な
い
。
こ
の
場
合
、
審
判
手
続
に
お
け
る
参
加
を
必

　
要
的
共
同
訴
訟
と
同
一
視
す
る
の
で
は
な
く
、
民
事
訴
訟
法
六
二
条
の
取
扱
い
を
審
判
手
続
に
応
用
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
他
の
↓
当
事

　
者
を
除
外
し
て
、
二
当
事
者
だ
け
で
事
を
決
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
二
当
事
者
間
の
行
為
は
他
の
一
人
に
不
利
益
な
限
り
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

　
矛
盾
の
な
い
合
↓
確
定
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
（
民
事
訴
訟
法
七
一
条
は
同
法
六
二
条
を
準
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
上
田
徹
一
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郎
“
井
上
治
典
編
『
注
釈
民
事
訴
訟
法
（
二
）
』
二
一
六
頁
以
下
〔
河
野
正
憲
〕
（
有
斐
閣
・
一
九
九
二
）
参
照
）
。

（
一
九
九
五
年
五
月
）
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